
座長 セッション名 演題番号 演題名 演者 演者所属

A-1 長時間の無呼吸を繰り返す症例-無呼吸持続時間の限界は？ 千崎　 香 天理市立病院

A-2 反復性過眠症の一症例 京谷 京子 京谷クリニック

A-3 再施行したMSLTで診断に至ったナルコレプシーの１例 谷口 充孝 大阪回生病院 睡眠医療センター

A-4 ナルコレプシーが疑われた過眠症の一例 木村 志保子 大阪大学大学院 連合小児発達学研究科

A-5 ナルコレプシーと診断されていた睡眠不足症候群の1例 香坂 雅子 石金病院

B-1
閉塞性睡眠時無呼吸症候群にて顕在化し、
nasal CPAP療法にて軽快したpropriospinal myoclonusの一例

大倉 睦美 大阪回生病院 睡眠医療センター

B-2
重症高血圧で緊急入院後に重症睡眠時無呼吸症候群が判明し，
２年経過した症例

田村 仁孝 小松病院　歯科口腔外科

B-3
閉塞性睡眠時無呼吸症候群に対する手術療法経験
—Stanford大学プロトコルに準じて対応した1例—

細濱　教子
東京歯科大学
オーラルメディシン・口腔外科学講座

B-4
鉄、フェリチン低値を伴う両足底知覚異常が鉄補充療法で改善した１例：下肢静止不能症候群との比較
検討

兒玉 光生
国家公務員共済組合連合会
枚方公済病院　神経内科

C-1 睡眠相後退症候群に合併する抑うつ症状と夜型指向性との関連性 阿部 高志 財団法人神経研究所附属睡眠学センター

C-2 交代勤務の勤務体制と余暇活動からみた看護師の疲労 久保 智英 労働安全衛生総合研究所

C-3 睡眠時ブラキシズムの加齢に伴う発生率の低下と残存歯数 加藤 隆史
大阪大学　大学院歯学研究科
高次脳口腔機能学講座

C-4 医療福祉職の勤務スケジュールと不眠 高橋 正也 労働安全衛生総合研究所

D-1
日中に眠気を感じているにも関わらず
入眠できない人たちにおける自律神経活動

森島 宏子
千葉県循環器病センター
成人先天性心疾患診療部

D-2 心拍変動HF帯域の持続性による睡眠評価 大木 昇 のるぷろライトシステムズ

D-3 入院時に睡眠相後退がみられた思春期小児9例の検討 松澤 重行
兵庫県立総合リハビリテーションセンター
中央病院　小児科

D-4 特発性レム睡眠行動異常症（iRBD）における自律神経障害 谷口 浩一郎 徳島大学病院　神経内科

D-5 カニクイザルの睡眠覚醒様式 本多 和樹
ハムリー株式会社 筑波研究センター
睡眠科学研究所

E-1 小児レストレスレッグズ症候群 24例の臨床的検討 毛利 育子 大阪大学大学院連合小児発達学研究科

E-2 レストレスレッグズ症候群(RLS)における鉄剤投与の効果 立花 直子
関西電力病院　神経内科・
睡眠関連疾患センター

E-3 迷走神経刺激装置の眠気に対する長期間の効果 河合 真 メソジスト病院　神経内科

E-42 SAS患者の体重減少がPSGの呼吸イベントに及ぼす影響 向井 美沙子 京谷クリニック

F-1 OSAS患者における鼻閉による口呼吸について 鈴木 雅明 帝京大学医学部 耳鼻咽喉科教室

F-2 睡眠センターにおける小児診療 加藤 久美 太田睡眠科学センター

F-3 自己覚醒の成否が睡眠慣性に及ぼす効果 池田 大樹 日本学術振興会

F-4 矯正歯科受診小児における睡眠呼吸障害と顎顔面形態の評価 津田 緩子 九州大学病院 口腔総合診療科

F-5 重症心身障害児（者）の介護者の睡眠関連問題 宮田理英 東京北社会保険病院 小児科

G-1
夜間の行動観察が診断に有用であった
レストレスレッグズ症候群（RLS）の一例

野々上 茂 大阪大学　医学部附属病院 睡眠医療センター

G-2 午睡CPAPタイトレーション（Nap T）有用性とアドヒアランスの検討 丸本 圭一 関西電力病院 臨床検査部

G-3 睡眠技士の関与するCPAP外来の開設 小林 真実 東京都立　松沢病院　検査科

G-4 日中の眠気を主訴とする筋強直性ジストロフィーの親子例 村木 久恵 大阪回生病院 睡眠医療センター

G-5 観察得点を用いた小児睡眠時無呼吸症候群の評価の試み 曾田 史織 太田睡眠科学センター

堀 有行
（金沢医科大学　医学教育学）

Ｆ. Miscellaneous

野々上 茂
（大阪大学　医学部附属病院　睡眠医療センター）

G. Tech's corner

谷池 雅子
（大阪大学大学院連合小児発達学研究科）

E. Case series

香坂 雅子
（石金病院）

A. 症例（診断）

本多 和樹
（ハムリー株式会社 筑波研究センター 睡眠科学研究所）

D. 自律神経・リズム

兒玉 光生
（枚方公済病院　神経内科）

B. 症例（治療）

高橋 正也
（労働安全衛生総合研究所）

C. ライフスタイル・一般
集団


